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放射線治療の今後の課題と日本放射線腫瘍学会に期待すること

阿部光幸

　名誉会員の先ੜ方よりوॏな͝ҙݟ͝提ݴをࣀり会員ॾ氏の৺のྐになれとのझࢫにて、ଜ理
事長の発案によりこのたび「名誉会員にฉく」のテーマで6名の先ੜ方	Ѩ部ޫ、൧প　、ా　պ、
Ҫ上ढ़、௰Ҫത、ాᚠࡾ 	ܟশུ、ेޒԻॱ

より͝د稿きました。

　いͣれJASTRO設前より͝活༂され、JASTROの設と発展に際してはଟ大なߩ献をされてき
た͝高名な先ੜ方で、「高ਫ਼度放射線治療世代」にとͬてはお名前のみをଘじ上͛ているという方々ଟい
のではない͔とࢥいます。Ғ大な先ୡのาんでこΒれたಓにࢥいを८Βせ、日本の放射線治療が໘して
いる問題点とこれΒを今後Ͳのようにղܾしてい͚ྑい͔なͲについての͝提ݴをഈ読する機会をಘま
したことは、これ͔ΒのJASTROを背ෛͬていくࢲͲにとͬて大มにҙ義ਂいのです。

　このたびは日本で開発されたٕ術がさま͟まなྖҬでՖを࡙͔せていること、͔つてはライナックී及
の੍論さ͑এ͑Βれた時代があͬたことなͲ、とすれれΒれがͪなお話、日本にお͚る粒子線
治療のこれ͔Βのあるべき࢟、人材育成放射線腫瘍学講座のॏ要性、問題点および今後の方向性なͲ
についてࣔࠦにΉお話をうことが出དྷました。

　JASTRO名誉会員の年ྸは70࠽Ҏ上ですが、ݪ稿をいた6名の名誉会員の先ੜ方の͝ଚإをࢥい
ු͔べてみますと、օ༷、実年ྸよりͣͬとएく͝活༂なさͬており大いに༐͚ͮؾΒれます。「サβΤ
さん」の登場人物であるүฏ氏の年ྸが54࠽であることを͑ࢥ今ੲのײに͑תません。

　名誉会員の先ੜ方にお͔れましてはこれ͔Β大所高所よりسጨのない͝ҙݟをࣀり、ࣤᄖܹྭして
͚れ大ม有りくଘじます。وॏなお時間を割いて͝د稿きましてありがとう͟͝いました。
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　ۙ年、放射線治療は各छ高ਫ਼度放射線治療機
器の開発によりஶしく進歩した。ซし、これにっ
て新たな課も生じている。こうした事に関連して、
今後の放射線治療についてのච者のߟえや期、
+"4530に対する要望などについてड़べたい。

１） 日本発の放射線治療機器の国際化と今後の研究
の方向性について

　प知のように、2010年、૯合Պ学技術会ٞで大

ԉプϩࢧ国ՈプϩδΣΫτである「最先研究開発ܕ
グϥϜ」がܾ定され、放射線医療分としては།一、
大とژ大が共同提Ҋした「࣋ଓ的発లを見ਾえた
分子放射線治療装置の開発」が࠾された。こ
れにより大はಈ体放射線治療技術とスϙッτス
キϟンχング陽子線治療技術を༥合さͤた分子
陽子線治療装置を開発し、ژ大はδンόル機構によ
るඌর射に*.35を組Έ合わͤたඌ*.35を実
現した。また放医研ではಠࣗにٵݺҐ相同期ϦϖΠン
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ςング法による３ݩ࣍スキϟンχングૉ線র射法を
開発し、装置のখܕ化を目指して導技術をԠ༻
した回సΨンτϦー装置のݐ設が進められている。い
ͣれも日本発の最先技術であり、これから日本の
放射線治療機器もੈքで広くわれる࣌代がདྷるこ
とを期しでいる。
　今後の研究の方向としては、放射線߅性がんࡉ
๔を画૾化し、これに基ͮき腫瘍内線量分布を生物
学的に最適化してߋなる高ਫ਼度化を目指すこと、粒
子線治療については導技術による装置の一の
খܕ化と価格化を実現する必要がある。

２）粒子線治療施設の適正配置について
　このに関しては+"4530から本年４月、「粒子
線治療に関する声明と見解」として発表されているが、
先ͣ+"4530の中に検討ҕ員会を立ͪ上͛、高ਫ਼
度̭線治療、陽子線、ૉ線治療について、国内
外の疾患ผ治療成績、෭࡞༻の程度とස度を調べ、
各治療法の適Ԡ疾患を検討する。その上で治療法の
Έ分けをσータに基ͮき࡞成し、そこから陽子線、
ૉ線の合理的な治療施設数とその適正配置に関す
る指を導きग़すよう提Ҋしたい。こうした調査が行
われないまま、ΉやΈに粒子線治療施設をݐ設する
のは医療行上からもがある。

３） 放射線治療医の増員と、放射線腫瘍学講座の必
要性について

　放射線治療にとってۓ٤の課といえ、Կに
放射線治療医を増員するかということであΖう。これ
までච者はこのを解ܾするため、全国の医学部
に放射線腫瘍学࠲ߨを設置することの重要性を度々
学術大会や学会ࢽࡶを௨してૌえてきた。その理༝
は放射線治療医を生Έҭてるのは、先ͣもって大学
だからである。医学部に腫瘍学࠲ߨのڭतが置かれ
てこそ、ڭतは放射線治療に関するڭҭ、研究、診
療に全力を集中でき、また治力も発شできる。Ҿい
ては医学生に放射線治療についてڵ味を࣋たͤ、入
局数の増加に͛ܨることも可能になるとߟえる。
　200�年の+"4530の調査によれ、放射線腫瘍
学࠲ߨを有する大学は1�大学に過͗なかった。それ
が2014年の調査では、「腫瘍学࠲ߨあり」と解し
た大学はߍ��あり、確実に増加向が見られる。今
後ともこの調査をଓけ、࠲ߨを有する大学໊と࠲ߨの
࠲ߨ機としてग़དྷたܖか、がんプϩを࠲ߨ全）ଶܗ
か、等）を年度ຖに+"4530 /&W4-&55&3にܝ
࣋を࠲ߨしてもらいたい。このことは放射線腫瘍学ࡌ
たない大学にその重要性を認ࣝさͤるܖ機になるであ
Ζうし、また、大学当局やจՊ省に本࠲ߨの必要性
をૌえるときの資ྉとしても重要とߟえるからである。

４）医学物理士問題について
　放射線治療が高度化すれする΄ど、医学物理士
のҭ成と増員が必要不可ܽになるのはࣗ明であΖう。
このの解ܾには、先ͣ診療放射線技師と医学物
理士の৬छのҧいを明らかにする必要がある。ච者
のߟえる医学物理士のׂは　ᶃ放射線治療計画
の最適化、ᶄ放射線治療ਫ਼度の検証・評価、ᶅ放
射線治療機器の2"2$、ᶆ新しい治療機器の受け
入れ試験、ίϛッγϣχング、ᶇ医学物理士のڭҭ、
ҭ成、ᶈ物理学報学などの最新技術を医療
にԠ༻した研究開発、である。ಛにᶈは大学、研究
ॴにおいて必要で、今後日本の医療機器༌ग़の໘か
らも重要である。
　2010 年 *OUFSOBU JPOBM  .FEJDB M  1IZT JDT 
$FSUJp DBUJPO #PBSE　が設立され、医学物理士認
定をੈք的に共௨化しようとするಈきがある。日本で
もこれに対Ԡできる医学物理士をҭ成する必要があ
る。+"4530ओ導で日本医学放射線学会、日本放
射線技術学会、日本医学物理学会の代表がࢀ加す
る検討ҕ員会を立上͛てこのをٞし、の
解ܾを加するようر望する。

５）JASTRO NEWSLETTERへの要望について
　+"4530学 術 大 会 の 会 長 は 大 会 ऴ ྃ 後、
+"4530 /&W4-&55&3に報告書をࡌܝしている
が、その中に大会ࢀ加者数、発表ԋ数、機器ల
ࣔにࢀ加したۀا数を報告してもらいたい。ಛにग़
లۀا数はۀاの放射線治療に対する関心度と期
度を推定する上で重要である。学会はこれらの݁
果を正会員数、準会員数、ࢍ助会員数と共にຖ年
+"4530 /&W4-&55&3に発表し、経年的推Ҡを
Ѳできるよう図表でࣔすことをر望する。これによ
り放射線治療の現状が推察され、学会のকདྷの在り
方を検討する上で重要な基ૅ資ྉになるとߟえられる
からである。
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この度、+"4530ୈ2�回学術大会を平成26年12月11日（）ʙ1�日（）にύγフΟίԣ会ٞηンター・లࣔϗールで開࠵さͤてくこととなりました。౷ある本学会の学術大会を開࠵さͤてきますことはに༨るޫӫであり、ࣨڭ員一同とともにँײਃし上͛ます。　ۙ年、わが国では人ޱの高ྸ化とともにがん患者数が増加しており、ಛに高ྸ者に対しては৵ऻ的な放射線治療に期がͤدられています。最ۙでは各छଁ器がんの診療ΨΠυϥΠンの備が進Έ、多くのΨΠυϥΠンでඪ準的な放射線治療法について記ࡌされるようになりました。一方、外Պྖ域でも৵ऻで෭࡞༻のগないख術ख技がछ々開発され、薬物療法では分子ඪ的薬が࣍ と々登場し、様 な々がんछに対して集学療法のあり方も変化してきています。そこで本学術大会のϝΠンςーϚとして、「臨床腫瘍学に基 くͮ放射線療法のඪ準化からݸผ最適化へ」を͛ܝました。各ଁ器がんのಛに基ͮいた放射線治療法の最適化に向けての今後の目指すべき方向性をࣔͤるようプϩグϥϜをا画しました。とくに、臨床腫瘍学的なࢹ点から、ଞ学会の協力を得て、外Պ医や腫瘍内Պ医との討の場を多く設定しています。また、国ࡍγンϙδϜでは同࣌௨༁も取り入れて多くの方 に々ࢀ加してきたいとࢥっております。さらに国民に開かれた学会を目指し、ॳの試Έとしてz1BUJFOU "EWPDBUF 1SPHSBNzを後の2日ؒに組Έ入れました。最ऴ日のޕ後にはࢢ民公開࠲ߨを開࠵します。開࣌࠵期は例年よりく、ΫϦスϚスγーζンとなりますが、ϥΠτΞップしたԣでいٞをަわしたいとࢥっております。ここに、本学術大会の開࠵にあたり、ॆ実した報ަの場となりますよう、学会員のօ様あるいは関者の方々のごࢧԉとごฬᎪをおئいਃし上͛ますとともに、多くの方 の々ごࢀ加を心よりおͪਃし上͛ております。

巻頭言
日本放射線腫瘍学会（JASTRO）第27回学術大会の開催にあたって

大会長
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新年明けましておめでとうご͟います。　2014年11月29日に行われた社員૯会で16໊の理事と2໊の監事がબग़されました。うͪ5人は1期目の理事で、理事会の大෯なएฦりが図れました。その後行われた新理事会で、Ҿきଓき理事長をめさͤていただくこととなり、専理事にはࠜ本ݐೋ先生が承認されました。+"4530は公益社団法人としてわが国の放射線治療およͼ放射線腫瘍学の発లに対してがあります。このを果たすべく+"4530理事長として今後2年ؒ力いたしますのでԿଔよΖしくおئいいたします。　前期の理事長となった2年前にൺべると、学会のࡒ基൫は安定し、足らないと言われଓけた放射線治療専門医も1000໊をӽえました。また、ঃ に々ではありますが放射線腫瘍学࠲ߨも増加しています。一方で、ࡢ年খ線ݯ治療でのޡর射事ނも明らかとなり、必ͣしも安全安心な放射線治療が行われているとは言えまͤん。このためにもがん患者が安心して放射線治療を受けられる+"4530認定施設を今期中に設したいとߟえています。もͪ Ζん1期目で課として͛ڍた放射線治療ΦンίϩδーνーϜの人ࡐҭ成、専門医制度վֵ、一ൠの方への放射線治療のܒ׆ಈなどは、Ҿきଓき力いたします。
。とさͤていただきますࡰえています。以上؆୯ではありますが、理事長2期目बのごѫߟえ、事局のಠ立をߟԉしています。最後に2012年に学会事局が変わりましたが、その事局機能は十分ではありまͤん。専の事局が必要とࢧえ、+"4530としてもߟするものとݙߩ化に大きくࡍは、+"4530の国（会長平Ԭᚸ）います。本年5月に༧定されている*$33 2015ࢥ的な学会に発లさͤたいとࡍを一強化して+"4530を腫瘍学の一ཌྷを୲う国ྲྀަࡍしました。国ߋを+BQBOFTF 4PDJFUZ GPS 3BEJBUJPO 0ODPMPHZに変໊ޠ年ӳࡢ　
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新年明けましておめでとうご͟います。　2014年11月29日に行われた社員૯会で16໊の理事と2໊の監事がબग़されました。うͪ5人は1期目の理事で、理事会の大෯なएฦりが図れました。その後行われた新理事会で、Ҿきଓき理事長をめさͤていただくこととなり、専理事にはࠜ本ݐೋ先生が承認されました。+"4530は公益社団法人としてわが国の放射線治療およͼ放射線腫瘍学の発లに対してがあります。このを果たすべく+"4530理事長として今後2年ؒ力いたしますのでԿଔよΖしくおئいいたします。　前期の理事長となった2年前にൺべると、学会のࡒ基൫は安定し、足らないと言われଓけた放射線治療専門医も1000໊をӽえました。また、ঃ に々ではありますが放射線腫瘍学࠲ߨも増加しています。一方で、ࡢ年খ線ݯ治療でのޡর射事ނも明らかとなり、必ͣしも安全安心な放射線治療が行われているとは言えまͤん。このためにもがん患者が安心して放射線治療を受けられる+"4530認定施設を今期中に設したいとߟえています。もͪ Ζん1期目で課として͛ڍた放射線治療ΦンίϩδーνーϜの人ࡐҭ成、専門医制度վֵ、一ൠの方への放射線治療のܒ׆ಈなどは、Ҿきଓき力いたします。
。とさͤていただきますࡰえています。以上؆୯ではありますが、理事長2期目बのごѫߟえ、事局のಠ立をߟԉしています。最後に2012年に学会事局が変わりましたが、その事局機能は十分ではありまͤん。専の事局が必要とࢧえ、+"4530としてもߟするものとݙߩ化に大きくࡍは、+"4530の国（会長平Ԭᚸ）います。本年5月に༧定されている*$33 2015ࢥ的な学会に発లさͤたいとࡍを一強化して+"4530を腫瘍学の一ཌྷを୲う国ྲྀަࡍしました。国ߋを+BQBOFTF 4PDJFUZ GPS 3BEJBUJPO 0ODPMPHZに変໊ޠ年ӳࡢ　
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ୈ１回日本放射線腫瘍学会学術大会がా࡚会長のもと౦ঁژ子医Պ大学生記念ߨಊで࠵されたのは1989年1月14�15日のことです。大会は１会場のΈで一ൠԋは85（ޱԋ�4、ࣔઆ51）、報จ集は#5൛の100ϖーδ΄どでしたが、1ԋに1ϖーδをׂり当てる༨༟がありました。それから25年。2014年12月にૣ会長のもとで࠵されたୈ2�回大会では�会場、一ൠԋ・要望ԋは660にٴͼました。報จ集も"4൛で�60ϖーδをえるまでとなり、+"4530の象ともいえる学術大会が大いに発లしてきたことはप知のとおりです。　+"4530の発లと歩調を合わͤてこの20�25年ؒの放射線治療γスςϜの多様化・高ਫ਼度化にはจࣈ௨りݩ࣍のҟなる進歩が見られています。このことࣗ体は大変݁構なことですが、医療の高度化にうίスτの上ঢは、社会的、経ࡁ的なॾ事が放射線治療の分にも大きなӨڹをٴ΅すܖ機となっています。これらとどのようにしてંり合いをつけていくか、+"4530としての見ࣝがわれる機会が今後さらに増えることでしΐう。
　現の臨床医でさえも؞の治療と言えまͣख術との認ࣝがいまだにࠜ強くっています。しかし、ঃ々にではありますが放射線治療に対する社会の認知度とध要は高まっています。ۙいকདྷ、放射線治療のध要がԤถฒΈの現在の2��ഒに増えることは΄΅確実です。そのときに備え、広報׆ಈを௨じて医療関者や医学生、およͼ一ൠの方たͪに対する放射線治療に対する認知度を高め、そのັ力と༏Ґ性をえることでඍ力ながら+"4530の発లにਚくしたいと念じています。օ様、ともにΏっくりとண実に歩んで行きましΐう。
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日本放射線腫瘍学会（JASTRO）に期待する

●放射線医学総合研究所名誉研究員　医学物理士　飯沼　武

（1）はじめに
　今回、「໊༪会員にฉく」に投ߘできることをײ
ँします。ࢲはԸ師のނക֞༸一先生とともに
+"4530の設立に関与した一人として、この学会の
さらなる発లに期するとともに、গしでもݙߩしたい
とߟえております。
　このಛ集で、会員のॾ先生にࢲのߟえをड़べ、是
ඇ、ご検討きたいとئっております。

（2）JASTROが目指すべき長期的な課題
　日本のがん治療における放射線治療のׂはԤถ
先進国に中でもখさいことはよく知られている。日本
の医療の質はੈք的に見て、τップΫϥスにあるのに、
放射線治療ががん治療においてめるׂ合がগない
ことは日本国民にとって不なことだとࢥいます。
　そこで、ࢲは+"4530の目指すべき長期的課と
して、1）放射線腫瘍学に関連する人ࡐのҭ成と2）
放射線治療成績のσータϕース化をあ͛たい。

（2-1）人材の育成
　+"4530の長期的な課の最も重要なものは放射
線腫瘍医を中心とするϚン・ύワーのҭ成であるとߟ
える。この中には、医学物理士、放射線治療技師な
どのί・ϝσΟΧルのҭ成も含まれる。このために、
必要なことは大学における放射線腫瘍学࠲ߨの設立
である。日本では放射線診அ学࠲ߨの΄かに、ಠ立
に放射線腫瘍学࠲ߨをもっている大学はとてもগな
く、Ԥถ先進国は、ΞδΞॾ国にൺべてもগない。
Կとか、これを増やすことを+"4530として、大学当
局に働きかけ、全໘的にࢧԉすることが期される。
　ついで、医学物理士の国Ո資格の認定も͙ٸ必要
がある。日本での医学物理士の数はԤถにൺしてஶ
しくগないうえ、正ࣜな国Ո資格となっていないこと
も日本の放射線腫瘍学の発లを͛る要Ҽとなって
いるとߟえます。

（2-2）放射線治療成績のデータベース化
　もう一つの課は放射線治療成績のσータϕース
化であるとߟえる。部Ґผにできるݶり多くの施設を

含んだ治療成績のੵが望ましい。もう一つは方法
ผの治療成績のੵである。例え、陽子線施設
とかૉ線施設をまとめた治療成績のੵができれ
有༻であることは言うまでもない。
　このに関し、今後の日本で׆༻すべきなのが
ϚΠφンόーであΖう。これはؒもなく年ۚや੫ۚな
ど、ۚ༥分を中心にདྷ年からར༻されるようである
が、ۙいকདྷにがん登録など、医療分への適༻も
、慮されているようである。もし、これが実༻化すれߟ
σータϕースの構築も༰қになるとߟえられる。

（3）JASTROへの要望
　前節で+"4530が目指す長期的な課を2つड़べ
ましたので、ここではۙいকདྷにやってもらいたい要
望を記す。一つは部Ґผの学会へのੵۃ的なࢀ加で
ある。+"4530の会員数もඇৗに増加したこともあり、
各学会における放射線治療のׂを大いに13しても
らいたいとࢥう。ࣗࢲは日本ഏ؞学会と日本ೕ؞検
診学会にしし、ࢀ加しております。放射線腫瘍
医のࢀ加はগないですが、これからのׂは大いに
期されているようにײじます。ୈೋに、日本医学放
射線学会がやっている໊༪会員の会を学会૯会の࣌
に開いていただけないでしΐうかʁ　໊༪会員は社員
૯会にはࢀ加できまͤんので、ҙ見をड़べるνϟンス
がݶられております。しかし、օ様、๛な知ࣝと経
験をおͪ࣋の方かりですので、その力をར༻しない
ことは体ないですͶ。理事会の先生方のご検討を
おئいします。

（4）終わりに
　このような໊༪会員の提言の場を設けて下さった理
事長ଜ先生、広報ҕ員のଜࢁ先生にँײします。
は+"4530の益々の発లを௨して、日本のがࣗࢲ
ん診療の進歩にݙߩしたいとߟえております。໊༪会
員の立場では、的な׆ಈはできまͤんが、これ
からも理事会の先生方にはҙ見をड़べさͤてもらいま
すので、是ඇ、ごߟ慮くださいますようにおئいします。
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特集 　 名誉会員に聞く

放射線腫瘍医の育成：これでよいか

●堺市立総合医療センター　放射線治療科　池田　恢

　+"4530に望Ήこと、それはやはり人のことだΖう。
　高ྸ者の増加にってがん患者・放射線治療適
Ԡ患者の数は増加している。対Ԡする放射線治療医
はがんをѻう専門Ոとして「がん対策基本法」の中で
専門医ҭ成の目ඪのͻとつとして取り上͛られている
ので、ࢤ望者が増加向にあるようなのはتしい
状況であるが、放射線治療・腫瘍医を増やさͶな
らないことにはҧいがない。ଈͪ、増加の度はध
要ଈͪ患者数の増加にはいついていない。また一
方で新研म医制度の発足以དྷ、एख医師のྲྀれは、
専門医ࢤ向から大きく૯合内Պ・ٸٹ医療に向かっ
ており、൴らは໘している目先にଊわれているよう
にも見える。医師のઈ対数が足りないにもかかわらͣ、
増やさないという国の方であるから、専門分、ଈ
ݮ望者は相対的にࢤՊ、外ՊなどへのࣇՊ・খ࢈ͪ
গしている。放射線腫瘍医もこのあおりを受けないよ
うにしたい。
　2005年+"4530ӽ大会ではγンϙδϜ「放射
線腫瘍医を増やすために」が組まれ、׆発なٞと
छ々の提Ҋがなされた1）。それから10年が経過した。
これでよいか。+"4530会員としてまͣىするのは
医学生・研म医を対象とした放射線治療ηϛφーの
実施で、学会の؊いりでຖ年行われ、成果は報告さ
れ、そのண実な実績は認められる2）。ۙ年ではϨδφ
Ϗにも医学生対象（すなわͪॳ期研म医）にग़లして
いる。
　は、後期研म医ଈͪ専門医の養成・ҭ成の
ためのγスςϜが各養成施設において十分かどうか、
にあるとࢥわれる。放射線治療施設には様々なن
があり、複数の放射線治療医が在੶する大ن施設
から、ৗ１ۈ人医長の施設、あるいはඇৗۈ医師で
う施設まで。従ってここでは大ن施設が当໘の
対象となΖう。
　2005年のγンϙでは、放射線治療の分での均
てん化は、ଈͪ患者およͼ医療者の集中化である、と
も݁ͮけられた。しかしながら一方では、例え粒
子線施設の乱立にۙい状況が専門Ոの偏在をきたし
ており、また、ݦ在化してはいないが、多くのඇৗۈ
医師施設へのԠԉも、大ن施設での人ࡐの偏在あ
るいはۭಎ化をきたしていることがߟえられる。外དྷ
放射線র射診療ྉが制定され、ि1回の診察が是認
された。全国で放射線治療のԸܙを受ける患者数の
うͪ、現実には大学病院・がんηンターなどの大ن

施設以外、ଈͪ地域中֩の施設でその6ׂが治療
を受けている�）。地域病院の状況はৗۈ医師がډる
のはྑい方で、ඇৗۈ医師でわれる施設も多い。
とすると、それをԠԉしている大ن施設では、本
དྷのۀؒ࣌をׂいてଞの施設にԠԉしているので、
実ࡍには本དྷの診療・ڭҭ・研究໘でのଛࣦもഅࣛ
にならないはͣである。ଞ施設へのԠԉは、Ԡԉ施
設での病院方などには関与しにくいʜ。ॴはԠ
ԉであり、与えられたۀをこなすだけのΞルόΠτ
である。これは人的資ݯの࿘අでさえある。ここでは
そのために大ن施設での本ۀの方が診療のΈなら
、ҭ・研究の໘でも十分になされているかどうかڭͣ
ごࣗ分のଘ在が後進の研म医にとって立っていると
われますか、をいたい。「ि1回の診察」をこなࢥ
すだけでは「Ԡԉ施設」と同じではないか。
　上ड़の௨り、全国では地域中֩の施設で放射線治
療患者の6ׂが治療を受けている。そのध要、ଈͪ
適Ԡは様々であるが、大ن施設では໘する機会
のগない、得い経験をੵΉことができる。؇的、
あるいはٸۓの放射線治療の機会は多く、またそのよ
うな場໘での治療適Ԡや方のஅをഭられる機会
が多い。「૯合腫瘍医」としての力量がわれること
にもなる。これは専門医としてのキϟϦΞύスに必要
なम࿅とߟえられる。これらの点から、学会のプϩδΣ
ΫτνーϜからは「放射線治療専門医への2年課程の
うͪ 年を地域病院配ଐへ」の要望がڍがっている。
　+"4530の認定施設認定制度（Ҋ）では、認定施
設ではスタッフは（全スタッフかどうかまでは明記され
ていないが）専従が݅となっているようである。上
記のझࢫからは望ましいこととߟえられる。望Ήべく
は、全スタッフの専従化（8ׂ以上の放射線治療へ
の関与ʹ過度には診அۀを行わない、ଞ施設への
Ԡԉを行わない）である。ຖ日のしさに取りฆれて、
ͤっかく門をく͙ った後進の研म医へのڭҭがૄかに
ならないよう、心したい。
　やるべきことはまだある。がん放射線療法看護認定
看護師は生し、現場ではその力量を発شし、大い
に放射線腫瘍医の助けとなっているが、一方ではڭ
程�施設のうͪ 2つまでがดߨٳ・ߨにいࠐまれて
いる。ڭ程の෮׆、あるいはଞの方法での看護師専
門ڭҭをਅになってߟえͶならない。

（施設໊は平成2�年�月より、ࢢ立ࡖ病院からվশ
された。）
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「曲がり角」

●大阪大学名誉教授　井上俊彦

ɿݙরจࢀ
1） ా　պɿがん医療の均てん化に向けて　日放腫

会2006ࢽ�18�61�65ɽ
2） 5BNBLJ : FU BM�� -POH�UFSN SFTVMUT PG 

SBEJBUJPO PODPMPHZ TFNJOBS GPS NFEJDBM 
TUVEFOUT BOE SFTJEFOUT IFME CFUXFFO 1995 

BOE 2011� DBSFFS QBUIT PG UIF QBSUJDJQBOUT�  
+QO + 3BEJPM 201�� �1� �55�9�

�） ా　պɿ地域医療としての放射線治療　全国ࣗ
治体病院協ٞ会2014　ࢽࡶʀ5�（�）ɿ1125�9�

　放射線治療学（ೆࢁಊ）は5൛のվగを重Ͷまし
た。各վగのংをಡฦすと、15年の期ؒに大きな
うͶりのような変化を認めます。このؒ、ࢲがৗにओ
ுしてきたことは、目の前にىこっている変化のಡΈ
とそれに対する正しい道のબͼ方をにつけることで
した。たとえ、ୈ4൛のংでは、「・・・ࢢ場に新
しい放射線治療装置が登場する現実をແࢹできまͤ
ん。࠶発・進行がんに対する放射線治療において、
最新治療機器をۦすることによって、適Ԡ外とされ
ていた段階の一部の患者の治療が可能になりました。
粒子線治療も装置のখܕ化と同࣌に一ؾに価格化
が実現されます。40年前にςϨίόルτからϦχΞッ
ΫへのҠ行の༧ଌ段階で、現在のような大変を
͛るとは୭も༧しまͤんでした。わが国にϦχΞッ
Ϋは一あれ十分であΖうとの記録がされていま
す。今後、陽子線治療装置は研究からීٴへとҠり
ます。・・・」と記しています（2010年�月　放射線
治療学　ୈ4൛のং）。かつて、ࢩքのϦーμーに「Ϧ
χΞッΫは高ֹ装置であるから、必要数制ݶをす
べき」とӠわͤた࣌代があったのです。しかし、21ੈ
道にيに入って放射線治療のύϥμΠϜγフτがل
り、なんとςϨίόルτは過ڈのもので、国内治療現
場からۦஞしなけれならないと、Ӡわれるまでにな
りました。画૾診அの進歩、人ࡐҭ成、加装置の
খܕ化・高ਫ਼度化と安全性の向上によって、過ڈに
代を࣌ઈԠをもたらしたϦχΞッΫは今その全ڋ
ܴえているのです。
　陽子線治療が国内でීٴ段階に差し掛かった最ۙ
になって、Ӡわれている施設設置制ݶが果たして正
しいબでしΐうか。確かに放射線治療における集
中化࿏線は理です。しかし、ਅに陽子線治療のྑ
さを放射線治療従事者の立場からओுするのであれ
、কདྷどうすれීܕٴがྲྀ௨するか、その࢟を
制しنめるべきではないでしΐうか。安қに数をٻ
めをかけるよりも、কདྷを見ਾえた開発研ࢭࣃにٴී

究に一を入れるべきでしΐう。
。に1998年10月19日の記録がありますݩのखࢲ　
その日のே、*.35の開発にݙߩされたΧϩϦンスΧ
の#SBINFڭतを๚しました。ڭतはϔルγンキ
での会ٞをऴえ、ૣேにؼ院してࢲをってくれてい
ました。粒子線治療装置の適正配置、装置のখܕ
化、ૉΠΦン線治療への期についてのҙ見ަ
をしました。ڭतがग़੮した前の会ٞはԤ4Χ国
の粒子線治療のల開に関するものだったそうです。
プαϥ大学の陽子線治療を֦ॆする提Ҋが、必ͣし
もうまくことがӡんでいるわけではなかったようです。
*.35のύΠΦχΞとしての事とฒ行して、50.F7
ϚΠΫϩτϩンによるޫ子とి子のࠞ合ϏーϜの研究
など෯広いࢹを࣋つڭतとのし合いは実のあるも
のでした。࣌Ҡり*.35がී௨の技術になり、*.15
あるいはૉΠΦン線治療をۙに見ฉきできる現
在、ڭतがどのようなকདྷ૾を見ਾえているかおਜき
したいものです。
　かつて国内ϝーΧーがڝい合った国࢈のϦχΞッΫ
装置が΄とんど࢟を消した現在、日本には外国のϦ
χΞッΫがചりࠐまれています。外国ϝーΧーはച上
ར益の一部ؐݩ目的で、ੈքのϢーβーに向かって
そのಠ的な研究に経ࢧࡁԉを表明しています。
念ながら、研究ࢧԉのԸܙが日本の研究者にख厚い
とは言えないのです。わが国で生じた多くのར益がଞ
国で生かされる。国ࡍ的ࢹで見れ、それはそれ
で大いにݙߩしています。しかし、日本のݙߩの有様
はまさにお人しそのままです。言いえると言༿は
ѱいですが、外国ϝーΧーにΧϞにされているのです。
日本人からಠ性をୣっているのはԿでしΐう。ੈに
Ӡわれる集団性でしΐうか。日本ではଞ人とҧうこと
をすると、れている、あるいはݽ立しているとӠわ
れるのがৗです。ܾして๙め言༿にならないのが不
。ですٞࢥ
　15ʙ20年前、放射線学会で粒子線のηッγϣン
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日本発祥の放射線治療について考える

●放射線医学総合研究所フェロー　辻井博彦

は10໊程度の研究者が集まるऐしいものでした。し
たがって、最ۙの国内の粒子線治療分の׆況には
目を見ுらͤるものがあります。एखを中心に粒子線
治療への期がらんでいるのです。人こそ学会の
です。行ಈはจ化であるともӠわれます。ここに࢈ࡒ
きて陽子線治療装置をن制しそのීٴをえ、この
10年かり日本がં֯築きあ͛た༏Ґ性をࣦうこと
は۪のࠎです。かつて国࢈ϦχΞッΫが࢟を消した
ೋのをԋじてはならないのです。ޡ解をڪれͣにӠ

え、᩵もจ化もその本質はແବなଘ在であると
上の一つのస࢙しています。放射線治療ഁ׃人はݹ
知新のҙٛは大きいことをվめނ期にいる今、Թ
て؊に銘じましΐう。ࢩքの先達はকདྷにܨがる足
をしてཉしいものです。
ΤーϚ　ΦϦΦϦ　τー　ίϦッ
ϝー　ΞΧ　ΞーΤϨ　Τー　ϞΞΠ
こうՎいながらϞΞΠは歩Έました（Πースターౡ　Ϟ
ΞΠのՎより）

く前ۙلが放射線治療を専門とܾめたのはੈࢲ　
のことです。ੈの中に放射線腫瘍学という言༿もない
ࢲ、でした。治療と診அの۠ผがない施設が多くࠒ
もೋވかけていましたが、19�2年のถ国ཹ学を機に
放射線治療を専門とするようになりました。
した1968年は、Πンターン制度ۀが医学部をଔࢲ　
がഇࢭされた年に当たります。౦大安ాߨಊ事݅が
。代でした࣌こり、学生ӡಈがり上がりを見ͤたى
生と同じように大学をれる道をબڃは多くの同ࢲ
ͼ、ब৬先を入ߐ部長のもと国立ࡳຈ病院（現ւ
道がんηンター）にしました。同࣌ब৬組にはࡳ医大
の୩、܅྆౻ࠤがいますが、当࣌、放射線Պに新
人が３人も入ったということで、大変になったと
ฉいています。い当病院にはϦχΞッΫが導入され
たかりで、ଞのどこよりも多くの経験をੵΉ事がで
きました。ࢲはその後、ถ国でϨδσンτとして研म

をੵΈ、19�4年に大医学部放射線Պ（入ڭߐत）
に入局しました。大には1988年までいたのですが、
在৬中にถ国とスΠスにそれͧれ1年ؒཹ学し、ύΠ
中ؒ子治療プϩδΣΫτにࢀ加しました。これが、そ
の後約40年ۙくଓく粒子線治療とࢲとのग़会でした。
　放射線は「ॾਕの」です。ࢲが放射線治療をࢤ
した19�0年代は、がんを局ॴ的に治すことがୈ一
༏先で、গ々の෭࡞༻は༰認されていました。変化
が生じたのは20ੈل後から21ੈلに入ってから
です。435�4#35や*.35などの最先ޫ子線治
療、化学放射線治療、ฒͼに陽子線や重粒子線治
療がීٴし、治療成績は格段に向上しました。ࢲの
ੈ代は、いわ放射線治療のগ年期から今の成人期
にࢸるまでࣗら体験してきたň生き証人ŉのようなもの
で、わが国でಠࣗに開発されたর射機器や治療法を
数多く見てきました。いったいどういったものがあるの
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か、+"4530のকདྷにとってߟࢀになるとࢥいますの
で、以下、ॱ不同でհします。
　大のएྛউڭतは1960年代に子؞ٶに対する
内র射法 3FNPUF BGUFS�MPBEJOH TZTUFN(3"-4)ߢ
を開発しました。これがੈքॳのň高線量率ԕִর
射装置ŉになります。念ながら、最ॳの報告が日本
であり、これより数年れたӳจ報告（196�年）ޠ
書がݪஶจでなかったため、Ԥถでは開発者が日
本人であることが༨り知られていないようです。ň術中
র射法ŉもわが国で開発された治療法です。国立が
んηンターでओにᡦがんに対して行われていました
が、そのීٴに当たってはژ大のѨ部先生が最大の
ޭ労者です。ژ大グループはԹ療法のྖ域でもؾ
をుき、ਂ部がんに対するň3'治療装置（αーϞτ
ϩン）ŉを開発しました。ژ大と言えň$5�γϛϡϨー
タŉの開発でも有໊です。最ॳのΞΠσΞは大の入
上͛た成の域にतによるものですが、これをڭߐ
のは、大、ژ大、ౡ࡞ॴの３者共同開発によ
るものです。ࢲもこの開発にはਂくわり3535とݺ
んでいたこともありますので、ͻとしおѪணがあります。
　さて、日本人がੈքに先ۦけて開発した治療法の
なかでもҟ࠼を放っているのは、高ڮ先生が1960年
代ॳ಄に開発した「ݪ体র射法」です。これは、放射
線治療のྺ࢙の中でもֵ໋的とまで言われる*.35
の前ですから、จ۟なく日本がੈքにތれる開発と
いうことがग़དྷます。高ڮ先生は、医学への長年の
がたたえられスΣーσンԦ立Պ学ΞΧσϛーよݙߩ
りΰールυϝμルをत与されました。
　とこΖで、ΨンϚφΠフによるసҠの治療ですが、
ここまでීٴしたݪಈ力はわが国にあります。もとも
とΨンϚφΠフの治療対象は"7.や಄֖内ྑ性疾患
でした。しかし、わが国で施設数がٸ増した事もあっ
て、対象を症例数の多いసҠに広͛͟るを得なかっ
たという事も、指ఠしなけれなりまͤん。体װ部
腫瘍に対するz4#35zも発はわが国で、ഏがんに
対しては大の有本先生が最ॳに試Έました。൴は
1988年まで先生のもとஜ大学に在੶していま
したが、大にってから、陽子線にۙい線量分布
を得るため回సর射法を試Έました。最ॳはओにϦン
ύ節సҠを対象としていましたが、ঃ々にഏのখܕ病
にも適Ԡするようになり、こうして4#35が生しま
した。ͪなΈに、ࢲは1988年に൴と入れସわりでஜ
大にෝしましたが、ここではੈքに先ۦけてഏが
んや؊がんなどਂ在性がんに対する陽子線治療を本
格化さͤました。こういったྲྀれの中で、ࡔ本先生が

線量集中র射法に関する൝会ٞをओ࠻したことが
いし、4#35に関する臨床研究が一ؾに進Έました。
現在、ഏがんの4#35はੈք中で行われていますが、
そのഎܠにはいま現の+"4530ϝンόーの׆༂が
あるのはप知の事実です。なお、線量集中র射法の
一として、ന先生の「ಈ体 র射法」や平Ԭ
先生の7&30γスςϜなども開発されています。
　最後に、粒子線治療についてհします。ૉ線
治療についてΈると、ക֞先生などॾ先ഐがੈքに
先ۦけてタωをࣘき、そこからҭったものをわれわれ
がऩ֭しているといえます。臨床໘では、陽子線や
重粒子線治療において、ഏ、؊、ᢄなどのਂ在性
がんを本格的にѻうようになったのも日本がॳめてで
す。これに関連して、ٵݺ同期র射法やۚଐϚーΧー
入法などさま͟まな関連技術が開発され、本格的
な線量増加試験が実施されるなど、わが国で多くの
成果がありました。粒子線治療についてはもっと多く
をޠりたいとこΖですが、ࢴ໘にݶりがありますので、
これҐにします。
　以上、日本発の事例をհしましたが、あくまで
のಠஅと偏見によるものです。事実とҟなることがࢲ
あるかも知れまͤんが、その࣌はなにとͧご༰ࣻ下さ
い。ଞにも、上ֺがんに対するࡾ者ซ༻療法、৯道
がんに対するߢ内র射法、ݻ定具のࡐྉとして可
઼性γーτの༻など、日本発の治療法あるいはর
射技術がたくさんあるはͣです。+"4530でこういっ
た日本ಠࣗの治療法や技術開発を一度まとめては
Կでしΐうか。きっとকདྷにܨがる発見があるとࢥい
ます。
は2011年３月に定年をܴえました。まさに౦日ࢲ　
本大ࡂが発生した年です。ୀ৬後はかなりࣗ༝に
なりましたので、これまでの経験がগしでもおに立
てれとࢥい、国内外の粒子線治療施設のࢧԉや、
医༻ݪ子力技術研究ৼࡒڵ団における人ࡐҭ成事
粒子線相ஊΫϦχッΫの開設など、新しいことを、ۀ
ԋも平均月１ɼߨめました。ւ外での技術指導とか࢝
２回あります。はからͣも、今年のय़のঀ܄ではਸ਼ๅ
中दষを受しました。これはݸࢲ人に対してという
よりは、これまでࢲと一ॹにやってくれた多くのؒ
を代表していたとࢥっています。
　放射線治療はまだまだ大きな可能性をൿめていま
す。+"4530に対する期もさらに大きくなるでしΐ
う。今後、一人でも多くのएい人がこのྖ域に入って
くることを切にئう࣍ୈです。
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「粒子線治療についての JASTROの見解」に思う

森田皓三

 「+"4530の見解」では陽子線とૉΠΦン線は「粒
子線治療」とͻとまとめとされているが、྆者の生物
学なಛには大きな差があり、本དྷの適Ԡྖ域（༻
途）もҟなる。しかしともにকདྷの放治のओ力放射線
のͻとつになる可能性が高いので、+"4530は྆者を
ผにѻい、それͧれのকདྷの放治ྖ域内での重要ݸ
度を見ਾえた「見解」をࣔしておくことが望ましい。

1. 低LET放射線発展の延長上にある「陽子線」の役割
　放射線治療（以下放治）の進歩の方向は、ᶃ病
線量の増加によって局ॴ（腫瘍）制ޚ率（5$1）の向
上を図ることと、ᶄ病への線量集中性のվળによっ
て、病पғ正ৗ組織のো（ಛに൩期ো）発生
率（/5$1）のݮগを図ることにある。従って、新しい
放治法がग़現したࡍには、ᶃ҃いはᶄの観点から、
前向きの臨床試験によって、現行の放治法とのؒに
有ҙ差を得ることがٻめられる。
　病に投与可能な૯線量は病पғ正ৗ組織の
/5$1にґଘしており、臨床的には�度以上のٸ性
ʗ൩期োの発生ස度を多くとも5�10�にえるこ
とがٻめられる。/5$1ۂ線のޯ配はかなりٸफ़で、
5$1の向上をૂっての不༻ҙな投与線量の増加は
/5$1のٸ増に໘するة険性が大きい。しかしଞ

方、/5$1ۂ線とൺֱして5$1ۂ線のޯ配は؇ঃ（Ώ
るやか）（1）なので、-&5放射線による臨床試験では、
一܈に多数症例を投入するか、ࢥい切った投与線量
の増加を図らなけれ有ҙ差のある5$1の向上が得
られない。-&5放射線のྻܥにある陽子線でも例
外ではない。
　従って、新しい陽子線治療の対象としては、まͣ
पғ正ৗ組織の/5$1のために、従དྷの9線治療で
は治༊可能な૯線量が投与できなかった疾患であΖ
う。΄とんどの症例が؊ߗ変の進行とともに発生して
くる「؊がん」では、पғの؊組織がࢥわ͵線量で
؊機能のܹٸなѱ化をもたらすために、従དྷの9線
ではとても放治の対象とされなかったが、陽子線の༏
れた線量集中性がいして、現在は陽子線の有力な
治療対象となっている。কདྷ装置の価格をࠀ
して、陽子線治療装置がීٴの方向にҠれ、現
在最も先進的とߟえられている9線による*.35が、
そのまま陽子線を༻いた*.15にҠることは明らかで
ある。日本で།一の放治医専門学会である+"4530
が、どのような病ଶが「陽子線」を必要としているかを
もっとੵ 的に討ۃ しٞて、陽子線治療の立ͪҐ置」を先
導するׂを果たして΄しい。
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ઢのӈ方のҠಈʯをར༻して、༩ઢྔを૿Ճͤ͞Δと、5C1 ͞らに A から #`まで向্すΔ。

0

5C1 の向্

ઢྔूத性の向্にΑΔ
/5C1 ઢのӈ方のҠಈۂ

（図 1）
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2. 高LET放射線として登場した「炭素イオン線」の
役割

　ૉΠΦン線は、༏れた線量集中性に加えて、高
い3#&によって5$1ۂ線のޯ配をٸफ़化さͤる（2）。
ૉΠΦン線治療のग़現によって、従དྷ「とてもࣃが
立たない」とܟԕされてきた放射線߅性（治性）の
ೈ部腫にまで治༊的な放治ྖ域が֦大された・ࠎ
ことはඇৗにتしい（図1）。また、重粒子線治療
では5$1ٴͼ/5$1が分ׂ回数にあまりґଘͤ 、ͣ
放治が期ؒでऴྃするという大きなར点もあるの
で、ૉΠΦン線も臨床的にはকདྷ性がとても高い。
日本ではૉΠΦン線治療の「組織的な臨床治験」が
先行したために、陽子線治療でもॆ分に適Ԡ可能な
病ଶまでૉΠΦン線の適Ԡྖ域とߟえられて、臨
床治験が実施されたきらいがある。そのため日本では、
9線治療とૉΠΦン線治療の中ؒにある陽子線治
療の立ͪҐ置がまだ明確にされていない。ૉΠΦン

線治療成績を見し、࣌には同じプϩτίールによる
陽子線とのൺֱ試験をૣٸに実施して、ਅにૉΠ
Φン線治療が必要なྖ域も明確にする必要があΖう。

　現行の-&5放射線のԆ長上にある「陽子線」治
療と、いわΏる放射線߅性（治性）がんを治療対
象として開発された高-&5放射線の「ૉΠΦン線」
とでは、放射線治療ྖ域で果たすׂがҟなり、そ
れを必要とする装置数（ීٴ度）もҟなることは明らか
である。新しい放治ख段のग़現にࡍして、それに最も
関連性の高い+"4530がもっとओ導的なׂを果たさ
れるように望Ήものである。

（จݙ）
1�ాᚠࡾ�จ部Պ学࣌報　1541��8��9（2004）
2�ాᚠࡾ� ୈ8回重粒子線医Պ学ηンターγンϙ集

/*34�.�220�58�65（2009）




